
 

≪参考資料－１≫ 制度変更の効果 
 

例えば、価格評価基準額入札率７７％、低入札基準価格入札率８７％の場合、技術評

価点１点優位の入札者は、入札率８１．４７％以下では、他に入札率の低い入札者がい

ても必ず逆転落札。（下図参照） 

※技術評価点１点を入札率に換算すると、入札率８７％付近：１．０、８１％付近：２．２、

７８％付近６．７、７７％付近：２０．０程度となる。（従来は０．６～０．７程度で、それぞれ、

技術評価の重みは従来に比較し、１．５倍（８７％）、３．５倍（８１％）、１１倍（７８％）、３

３倍（７７％） 

 

代表例： 条件  価格評価基準額入札率７７％、低入札基準価格入札率８７％ 

               技術評価点１点優位  

技術評価点１点の入札率換算値 制度変更に伴う技術評価１点優位による逆転落札ｿﾞｰﾝの増加 
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価格評価のみの落札ゾーン ①

（Ａ入札率<Ｂの入札率）

Ｂ 競争相手の入札率（％）
（技術評価点１点劣後）

価格評価基準点

低入札基準価格

制度変更に伴う、技術評価１点優位による逆転落札ゾーンの増加

価格評価基準点の入札率＝77％
低入札基準価格の入札率＝87％ の場合

現・除算法

Ａ逆転落札ゾーン
（Ａ技術評価１点優位による）

追加の改・加算法

Ａ逆転落札ゾーン ③
（Ａ技術評価１点優位による）

Ｂ落札ゾーン
（Ａ技術評価１点優位でも逆転不可）

Ａ落札ゾーン

Ａ 入札者の入札率（％）
（技術評価点１点優位）

逆転落札ゾーン ②
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